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2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2027 年３月期第２四半期連結決算において、2026 年５月 13 日に公表いたしました 2027 年３月期第２四半期

（中間期）の連結業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値との差異（2026年４月１日～2026年９月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する中間純利益 

１ 株 当 た り 

中 間 純 利 益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

5,310 

百万円 

545 

百万円 

545 

百万円 

340 

円 銭 

54.50 

実   績   値 （ Ｂ ） 5,126 431 440 210 33.62 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △183 △113 △104 △129  

増  減  率 （  ％  ） △3.5 △20.8 △19.1 △38.2  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2026年３月期中間期） 
4,716 676 656 415 67.06 

 

２．差異の理由 

売上高は、中東情勢を踏まえた M&S 事業が軟調に推移したことなどにより、5,126 百万円（前回発表予想比

3.5％減）となりました。利益面につきましては、主力事業であるゲーム・エンタメ業界向け人材派遣事業、M&S

事業および採用支援事業の売上総利益がそれぞれ減少し、成長領域での利益増加によるカバーも及ばなかったこと

から、営業利益は前回発表予想に対して 113百万円減の 431百万円、経常利益は 104百万円減の 440百万円となり

ました。また、特別損失として 59 百万円を計上し、主な内容は虎ノ門オフィスの新宿本社への統合に伴う事務所

移転関連費用となっております。この結果、親会社株主に帰属する中間純利益は、前回発表予想に対して 129百万

円減の 210百万円となりました。 

 

なお、通期の連結業績予想につきましては、下半期の業績見通しを精査しておりますが、現時点では、2026 年

５月 13 日に公表いたしました業績予想を据え置いております。今後、業績予想の修正が必要と判断した場合には、

速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


